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情朝系･金融系店舗にキオ

スク端末を設置し,各種キオ

スクサービスを実現する｡各

種キオスクサービスは,流通

本部とサービスプロバイダお

よびコンテンツパートナーが

連携して提供するのが一般的

な形態である｡

ビッグバンによる業際化の急速な進展や,情報技術の進展によるインターネット基盤を利用した多種多様なサービスがオー

プンに提供できる社会環境が形成された｡このような環境変化の中で,多種多様なサービスをスピーディかつ低コストで構築

できるシステムヘの需要が高まっている｡

日立製作所は,ビッグバン時代に対応したキオスク端末システムの一形態として,現金取り扱いができる自動機システムの

ウェブ対応モデルを開発した｡このモデルは,コンビニエンスストアや小売店舗,駐車場などさまぎまな場所に設置しても違

和感のない外観を持つ｡ソフトウエアでは,汎用OSでウェブ技術をベースとしたシステムアーキテクチャを採用したことによ

り,1台の端末で,従来の勘定系サービスのほか,情報提供や商品予約･購入といった情報系サービスの提供を実現する｡ま

た,インターネットの利用やオープンソフトウェア製品,汎用開発ツールの適用が可能となり,顧客側での容易なアプリケー

ションプログラムの開発とメンテナンスを実現する｡

はじめに

近年,ビッグバンの本格化や情報技術の進展により,

インターネットなどのネットワーク基盤を利用した,多

種多様なサービスがオープンに提供できる社会環境が形

成されている｡

この社会環境を利用して,流通業や金融業などの店舗

にキオスク端末を設置し,業界の枠を越えた新しいサー

ビスビジネスが広まっている｡

ここでは,流通情報の核となるサービスプロバイダや,
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流通情報の基となるコンテンツ(情報の内容)を扱うパー

トナーとエンドユーザーとの接点として重要な役割を果

たす｢キオスク端末システム+について述べる｡

流通業を取り巻く環境変化

ビッグバンの本格的到来により,流通業では金融･公共

分野との業際化が急速に進展している｡特に流通業の銀

行業務への進出など,金融業と流通業の垣根がなくなり,

業際戦略の必要性がクローズアップされている｡

一方,社会インフラストラクチャー(インターネット

オープンシステムなど)の発展に伴い,流通業界は,(1)

ビジネスプロセスの見直し,(2)情報システムの高度利

用による高効率経営,(3)他社との競合優位と競争力の

増強など,企業体質の改善に努めている｡さらに,海外

からの市場参入による他社との競合力の強化や情報シス

テムの高度化も求められつつある｡

このように,ビッグバンや社会インフラストラクチャ

ーの発展に対応するには,新流通チャネルと新企業間の

コミュニケーションを実現する必要があり,トータルEC

(Electronic Commerce)の早期展開がビジネス戦略のか

なめとして位置づけられる｡

キオスク端末システムの必要性

前述のように,インターネットの急速な発展によって

各種情報のシームレス化が図られ,いつでも,だれでも,ど

こでも,必要なサービスが簡単に受けられる社会基盤が

確立された｡

また,情報技術のいっそうの進展により,音楽や書籍

などのコンテンツのディジタル化や,それらのコンテン

ツの購入に伴う決済のためのICカードを活用した電子マ

ネー,クレジットカードなどのセキエアな決済手段も確

立されてきた｡

このような社会環境の進展の中で,流通業でも,利用

目的に合わせた,多彩なサービスをスピーディかつ低コ

ストに構築できるシステムヘの需要が高まってきた｡

日立製作所は,これらの要求を満たすため,現金処理が

できるATM(Automated Teller Machine)をベースとし

て,情報提供をはじめ,商品予約から購入･電子決済など

のサービスを搭載したキオスク端末システムを開発した｡

キオスク端末システム

このキオスク端末システムは,現金を取り扱うATM

やCD(Cash Dispenser)などの自動機システムをウェブ
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対応としたモデルである｡このモデルは,コンビニエン

スストアやスーパーマーケット,百貨店などのオープン

スペースと,クレジット･信販･消費者金融会社の営業

店舗などへの設置を想定し,ATMによる金融サービス

のほか,情報提供,オンラインショッピングなどの情報

サービスを可能とする｡

このシステムに求められる要件としては,(1)オープ

ン指向,(2)操作性,(3)機能件,(4)接続性,(5)防

犯件,(6)高信頼性,(7)拡張件などがあげられる｡こ

れを実現するために,汎用OSでのウェブ才支術をベースと

したシステムアーキテクチャを採用した｡これにより,

インターネットの利用やオープンソフトウェア製品,汎

用開発ツールが適用でき,容易な業務プログラム開発･

メンテナンスを実現した｡キオスク端末システムの接続

イメージを図1に示す｡

4.1 サ ー バ

情報系サーバはセンターに設置し,キオスク端末とは

インターネットなどの情報系ネットワークで接続し,キ

オスクサービスに必要な情報や機能を一元管理する｡こ

れを､WWWサーバとモールサーバで実現する｡これら

のサーバの機能は以下のとおりである｡

(1)WWWサーバ

キオスク端末に対して,店舗案内や取扱商品案内など

の情報掟供サービスを行う｡

勘定系ホスト
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図1キオスク端末システムの接続イメージ

勘定系と情報系のネットワークに分け,情報系にWWWサーバ

とモールサーバを適用することにより,情報提供や,電子決済を

含むオンラインショッピングを可能とした｡
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(2)モールサーバ

商品予約･購入･在庫管理･売上管理などを行うモー

ルシステムと,カード決済のためのペイメントアダプタ

で構成する｡これらの機能により､キオスク端末からの

-･連の商品販売プロセスを実現する｡

4.2 キオスク端末

4.2.1 ハードウェア

従来のATMに求められている高信頼性や防犯性など

を継承しつつ､情報提供に適した大型液晶ディスプレイ

(15卑生)を搭載する｡外観は,コンビニエンスストアや小

売店舗,駐車場などの屋内外の設置を考慮し,省スペー

スと省保守スペースの実現を図り,さまざまな場所に設

置しても違和感のないデザインとした｡

ATM``HT-2845''の外観を図2に示す｡

4.2.2 ソフトウエア

キオスク端末に搭載するソフトウェア構造を図3に示

す｡勘定系業務とWWWコンテンツを融合するためのア

プリケーションフレームワーク``FREIA-AT''(Frame-

WOrk for EmbeddedIntegrated FinancialApplication-

ATM)の開発により,従来の入出金,融資,返済など

の勘定系サービスのほか,情報提供や商占占予約,購入な

勘定系ホスト

図2"HT-2845”の外観

どこに設置しても違和感

のない外観とした｡
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どといった流通系サービスとの共存を可能とした｡また,

オープンアーキテクチャの採用により,アプリケーショ

ン開発の容易性を向上させるとともに,適用業務範囲の
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Embedd¢dlntegrated
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*1Microsoft州ernetExp10re｢

は,米国およびその他の国に

おける米国Microsoft.Corp.の

商品名称である｡

*2WindowsNTは,米国およ

びその他の国における米国

Microsoft.Corp.の登録商標で

ある｡

図3 ソフトウェア構造

FRE仏-ATにより,従来

のATM機能(勘定系業務)

とWWWブラウザ機能(情

報系業務)の連動を実現

する｡
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拡大が図れる｡このソフトウェアは,自動機システムの

他モデルである"HT-2808”と"HT-2855”にも搭載できる｡

このソフトウェアの特徴は以下のとおりである｡

(1)アプリケーション開発の容易性

従来の勘定系業務ではメーカー独自のアーキテクチャを

採用していたため,顧客によるアプリケーションの開発は

困難であった｡今回,ソフトウェア開発基盤にオープンア

ーキテクチャを採用することにより,HTML(Hypertext

MarkupLanguage)やJavaアプリケーション漆}などの言語

でプログラム記述が吋能となり,スピーディかつ低コス

トなプログラム開発を実現した｡さらに,開発支援ツー

ルとして,ハードウェアが扱うすべての機械的動作制御

が行える標準部品を提供する｡具体的には,カード挿入,

暗証番号入力,明細票印字,現金決済など業務のさまざ

まな局面を想定した部品群であり,顧客はその部品を組

み合わせることにより,信頼性の高いプログラム開発を

容易に実現できる｡

(2)勘定系･情報系サービスを1台の端末で実現

FREIA-ATのビジネス オブジェクト コネクタ〔API

(Application ProgramInterface)〕により,従来の勘定

系業務と情報系業務を1台の端末でシームレスに連動さ

せた｡これにより,入出金などの勘定系サービスや情報

提供,商品販売などの情報系サービスを可能とする｡さ

らに,顧客ニーズに合わせた｢ワンストップサービス+や

｢ワントウーワン サービス+など幅広いサービスの提供

も可能である｡

(3)運用コストの削減

ローカルプロキシ機能により,WWW上で実行するコ

ンテンツをあらかじめ端末内にキャッシュすることがで

きる｡これにより,WWWサーバ__Lのコンテンツ参照頻

度が削減でき,ユーザー操作に対するレスポンスの向上

と通信費の削減が図れる｡

今後の展開

キオスク端末システムの今後の展開としては,(1)情

報サービスだけの提供型,(2)チケットの購入や各種カ

ード発行を行う発券･発行機能の提供型,(3)オペレ一

夕との対話をサポートするための相談機能型の3タイプを

核に,顧客ニーズや設置場所に応じたさまざまなバリエ

※)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米国

およびその他の国における米国Sun Microsystems,Inc.の

商標または登録商標である｡
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ーションの需要が考えられる｡

そのため,ICカードを活用した決済システムや,POS

(Point-Of-Sale)システムとの連動なども視野に入れ,ス

ピーディかつ低コストで提供できるキオスク端末システ

ムの展開を囲っていく考えである｡

おわりに

ここでは,ビッグバン時代に対応したキオスク端末シ

ステムの一形態である自動機システムのウェブ対応モデ

ルについて述べた｡

流通業を取り巻く環境は変化をし続け,新流通チャネ

ルもますます拡大するものと思われる｡

日立製作所は,最先端のハードウェアとソフトウェア

技術を集結することにより,今後変化する環境に対応し

たキオスク端末システムのラインアップを充実させ,顧

客のベストパートナーとなるためのソリューション提案

に努めていく考えである｡
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